


















































　このような中、日清戦争の最中の 1895 年 1 月、広島県沼隈郡の一青年である山本瀧之
助は『田舎青年』という本を著し、自費出版した。「田舎青年」とは都市の学生・書生を
 2 多仁照廣『青年の世紀』（同成社、2003 年）11 ～ 13 頁。
 3 同上、13 頁。
 4 雄谷辰次郞『大日本青年団史』（（財）日本青年館、1942 年）49 頁。



















カ所、1905 年 258 カ所、1906 年 278 カ所、1907 年 478 カ所、1908 年 530 カ所、1909 年


















て 25 歳に引き上げられた 
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 6 多仁、前掲書、44 ～ 47 頁。
 7 雄谷、前掲書、84 ～ 85 頁。
 8 同上、86 ～ 87 頁。
 9 多仁、前掲書、56 ～ 57 頁。
 10 雄谷、前掲書、90 ～ 93 頁。
 11 多仁、前掲書、58 ～ 59 頁。 




















。仁川府でも 1925 年および 26 年に五つの青年団が結成され、1927 年には仁川府連
合青年団が結成された。この後も青年団は増え続け、1931 年には連合青年団に加盟する





















　漢城基督教青年会は、1903 年に韓国での YMCA 設立のため米国から派遣されたジレッ
ト（P. L. Gillett）、監理教宣教師ハルバート（H. B. Hulbert）、カナダ宣教師ゲイル（J. S. 
Gale）らの主導で創設された。創立当初の理事を見ると、韓国人 2 名、米国人 5 名、英国
 13 木浦府編刊『木浦府史』（1930 年）523 ～ 534 頁。
 14 仁川府編刊『仁川府史』（1933 年）1468 ～ 1469 頁。
 15 『大京城』（朝鮮毎日新聞社、1930 年）322 ～ 324 頁。
 16 前掲『仁川府史』1462 ～ 1464 頁。
 17 たとえば安廓・張徳秀・金翰・金明植・朴一秉などは留学生出身である。
 18 『東亜日報』1922 年 12 月 1 日、「조선청년연합회 2 주년기념 ─使命의 前途와 현재의 곤란」。
